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Dragonfly Survey : 近傍の低面輝度銀河(UDG)がたくさん見つ
かった。
‐ 中心面輝度やカラー、形状はdSpに似ているが、半径が10

倍
‐ 起源は？

‐ 回転速度が非常に速いdwarf？
‐ 普通の銀河と同じだが、stellar populationの形成に

失敗した？(強いフィードバックで) <=GCはふつうの
銀河と同じくらい持っている

‐ 総質量の測定が必要。

Abstract：
‐ Dragonfly 44：Coma Clusterのvery low surface brightness spheroidal
‐ Mdyn=0.7e10 Msol
‐ R=4.6kpc
‐ M/L=48 Msol/Lsol => f_DM=0.98

→ NFWプロファイルを仮定すると、DMHの総質量は 1e12Msol
‐ 94個の GCを持っている⇔同様の質量を持つ銀河と同じ

Gemini‐N / GMOS Obs.
‐ No irregular morphology
‐ r_e=4.3kpc,  n=0.85
‐ Mstar(<r_1/2)=3e8Msol
‐ N_GC=94 同じくらいのluminosityの銀河の一ケタ上

GMOS g+i
0.4‐0.45” seeing

Keck/DEIMOS Obs.
‐ 33.5hr integration!
‐ No rotation signature: v/sigma<0.2
‐ Sigma=47km/s
‐ M(<r_1/2)=0.71e10Msol

=> M/L_I=48 
‐ DM fraction~98%

DMHの質量は、NFWプロファイルを仮定すると1e12Msolとなる
=> 銀河形成が最も効果的に行われるハロサイズのはずなのだが。
=>星形成を失敗したMWクラスのDMHにいる銀河、というシナリオが
一番合う。

Okabe+14のweak lensing mapの2sigma peak(few x 10^12Msol相当)
に一致している。



Dragonfly Telescope
• Canon 400mm/F2.8 x 8
• FoV=2.6x1.9degree x 8
• 32mag/arcsec^2@Bま

で到達可能

Abraham+van Dokkum 14
Coma Cluster : van Dokkum+15


